
平成21年度 道管理空港の空港別収支の試算結果について

１．経緯

北海道では、昨年１２月に、空港運営の透明性を確保する観点から、国の空港別収支を参考に
しながら、６つの道管理空港の平成２０年度の空港別収支について公表しました。
一方、滑走路などの基本施設に加え、空港ターミナルビルや駐車場などの施設を含めた空港全

体の収支については、空港運営の状況を把握する一つの指標として重要と考えているため、平成
２１年度の空港別収支については、ターミナルビルを運営している空港ビル会社等の収支につい
ても、併せて公表することとしました。

２．試算を算出する際の考え方

国が公表している国管理空港の空港別収支を参考に作成した道管理空港の空港別収支の試算結
果は以下の通りです。なお、国は財源や空港整備費の取扱いが異なる４つのパターンの試算を公
表していますが、そのうち、一般財源及び空港整備費を計上していない、空港の維持管理に着目
した収支に基づいてキャッシュフローベースの試算を算出したものです。

（単位：百万円）

道管理空港

合計 女満別 中標津 紋 別 奥 尻 利 尻 礼 文

歳入項目

着陸料等収入 ４２７ ３４８ ４５ ２６ ０ ８ ０

土地建物等貸付料収入 ６８ ４６ １ １ ８ １２ ０

歳出項目

空港等維持運営費等 １，３４４ ５０１ ２５９ ２６６ １０１ ２１３ ４

土地建物借料 １９ ０ ０ １９ ０ ０ ０

道有固定資産所在市町村交付金 ７２ １８ １３ １５ １５ １１ ０

歳入項目の合計 ４９５ ３９４ ４６ ２７ ８ ２０ ０

歳出項目の合計 １，４３５ ５１９ ２７２ ３００ １１６ ２２４ ４

歳入・歳出差額 ▲９４０ ▲１２５ ▲２２６ ▲２７３ ▲１０８ ▲２０４ ▲４

（参考）
「着陸料等収入」～着陸料、停留料、保安料収入などを計上
「土地建物等貸付料収入」～土地、建物等の貸付による貸付料収入を計上
「空港等維持運営費等」～人件費、庁費等、滑走路等の維持運営費等（離島空港については、ターミナルビルの

維持運営費を含む）を計上
「土地建物借料」～土地、建物等の借用による支払借料を計上
「道有固定資産所在市町村交付金」～道が所有する固定資産の所在する市町村に交付する交付金を計上
※奥尻空港の着陸料については、20万円程度であり、百万円に満たないため、０と記載している。
※礼文空港については、平成21年度から休止中。

（参考）空港関連事業者（空港ビル会社及び駐車場事業者）の収支について
（単位：百万円） （単位：百万円）

Ｈ２１年度 道管理空港 Ｈ２１年度 女満別
空港ビル会社 合計 女満別 中標津 紋 別 駐車場事業者

営 業 収 入 ７３９ ４２０ ２３３ ８６ 収 入 ７６

営 業 利 益 １１０ ８４ ５ ２１ 支 出 ７２

経 常 利 益 ９３ ７４ ▲０.５ １９ 収 支 ４

当 期 純 利 益 ４２ ３３ ▲２ １１ ※(財)女満別産業開発公社が運営

※女満別、中標津、紋別の３空港のターミナルビルについては、女満別空港ビル(株)、根室中標津空港ビル(株)、
オホーツク紋別空港ビル(株)が設置及び管理運営を行っており、それぞれの会社の決算時における金額を記載。

※離島空港のターミナルビルについては、道が設置し、管理運営を地元自治体に委託しているため、これらの収支に
ついては、上記２．の３空港の空港別収支に含まれている。


